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タ・キャラクタリスティックの定義を述べる．kを任意の体とし，m  2; n  1




 : M  !H omS(M(2 m); !S)
を持つことをいう．ここで，!SはSの標準層である．大域切断の空間H0(S;M)
の次元が 0のとき，Mを非効果的という．以下が本論文の主定理である．
定理 1　以下の 2 つの集合の間に自然な全単射が存在する．
 m+ 1変数X0; X1; : : : ; Xmの線型形式を成分に持つ n+ 1次対称行列M
で S = (det(M) = 0)を満たすものの，作用M  (a; P ) = a tPMP に関す
る軌道．ここで，(a; P )は k GLn+1(k)の元を動く．
 組 (M; )の同値類．Mは S上の非効果的シータ・キャラクタリスティッ
クで dimH0(S;M(1)) = n+ 1 を満たすもの．は上述の連接層の同型．
組 (M; ); (M0; 0)が同値とは，連接層の同型  : M  !M0 と u 2 kで
あって，t  0   = uを満たすものが存在することをいう．
（ 続紙 2 ）
　なお，本論文では，Sが幾何的に被約ではない超曲面の場合も対応する全単
射を構成しているが，ここでは省略する．




定理 2　 S;Mを定理 1 の通りとし，k上有限次元の代数を L := EndS(M)で









　さらに，石塚氏は，定理 1・定理 2 の証明に用いられた手法の応用として，二
次超曲面の完全交叉の射影自己同型群の構造に関する結果も得ている．kを標数
が 2 でない体とし，n > m  2を整数とする．Q0; Q1; : : : ; Qm  Pn を k上の二
次超曲面とする．XQ := Q0\Q1\  \Qm は完全交叉であると仮定する．また，
M0;M1; : : : ;Mmをそれぞれ Q0; Q1; : : : ; Qmに対応する n + 1次対称行列とし，
M := X0M0+X1M1+  +XmMmとおく．det(M) = 0が幾何的に被約な超曲面
S  Pmを定めると仮定する．定理 1 において対称行列Mに対応する組 (M; )
をとる．S  Pmの射影自己同型群の元 のうち，(M; )が (M; ) と同値
になるものを集めた部分群を P とおく．群準同型 L=k  ! L=k; x 7! x2
の核をN とおく．
定理 3　二次超曲面の完全交叉XQ  Pnの射影自己同型群Gは，次の短完全
系列を持つ．
1  ! N  ! G  ! P  ! 1
　この定理は，標数が 2 でない代数閉体上の 3 個の二次超曲面の滑らかな完全
交叉の射影自己同型群に関するボービルの結果の一般化である．
　以上が本論文の主要結果である．










つ対称行列の空間の線型軌道の幾何的解釈の研究を行った．S  Pmを体 k上の
幾何的に被約な超曲面とし，m + 1変数X0; X1; : : : ; Xmの線型形式を成分に持
つ n+1次対称行列Mであって，det(M) = 0が Sを定めるものを考える．この
とき，S上のシータ・キャラクタリスティックと呼ばれる連接層Mと，ある種
の同型 を定めることができる．石塚氏は，線型形式を成分に持つ対称行列M
の kGLn+1(k)-軌道が，組 (M; )の同値類と一対一に対応することを証明し
た．また，それぞれのMに対し，M上に定まる組 (M; )の同値類の集合に，
ある群L=kL2が単純推移的に作用することを示した．さらに，標数が 2 で
ない体上において，二次超曲面の完全交叉の射影自己同型群と 3 つ組 (S;M; )
の射影自己同型群を結びつける短完全系列を構成した．
　これらの結果は，任意の体上における任意次元の幾何的に被約な超曲面に対
して成立する一般的なものである．すでに知られていたボービル，ホーらによ
る平面曲線の対称行列式表示に関する先行研究結果を含み，超曲面の対称行列
式表示という古典的研究対象に対して新しい知見を与えるものである．基礎体
として代数体や有限体，局所体などの整数論的な体をとることで，将来は整数
論への応用も期待される．また，二次超曲面の完全交叉の射影自己同型群の記
述は，代数幾何におけるモジュライ理論などへの応用も見込まれる．今後もさ
らなる進展が期待できる，学術的価値の大きい結果である．
　よって，本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める．ま
た，論文内容とそれに関連した事項について平成２７年１月２７日に試問を行っ
た結果，全調査委員の一致で合格と認めた．
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